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内 容 の 要 旨

研究の背景と目的

筆者は古代ギリシアから始まり、現代にも通じる、架空の生物を想像して描き出す活動を

「モンストリスム(Monstrism)＝幻獣趣味」と呼ぶ。 筆者は中世の動物誌や説話で見られ

るような、実在が信じられていた架空の生物＝幻獣と、非写実的であるがために稚拙な美術

として軽んじられ、あまり取り上げられてこなかった中世の写本挿絵や彫刻などの装飾に強

い魅力を感じ、中世美術の様式を意識したデザインの幻獣のイラストや立体などを制作して

きた。中世における美術表現の中では、 あらゆるモチーフは観念的に描かれ伝えられていく

中でさらに様式化していき、多くの動物に至っては人間のような目や実際にはない羽や脚を

持ったものなど、 実物とは似ても似つかない姿で描かれている。写実性を求めることを不遜

な行為として忌避した中世のキリスト教中．的な世界観は、 ギリシア ・ ロ ー マ時代に培われ

た高い技術と知識を後退させた原因とされ、暗黒時代などといったネガティブな表現で伝え

られることも少なくないが、筆者はそうした中世の観念的な美術表現にこそ面白さを感じた。

中でも特に興味深く感じたのが、 装飾写本である「動物 寓意諏」であった。そこに収録され

ている動物の挿画は到底写実的ではなく、文章の内容を説明するためのものであり、 イラス

ト的である。動物寓意謁は、鳥や獣、魚の博物誌を提供すること、動物の行動から道徳的な

教訓を引き出すことを目的とした博物誌のような内容の書物であり、収録される生物は実存

の動物だけではなく、 ドラゴンをはじめとする、 かつては実在が信じられていた架空の生物

も多数含まれている。現代において、 漫画・アニメ ・ ゲーム等を包括するサプカルチャ ー世

界の中では数え切れないほどの幻獣・モンスタ ーが登場しているが、 そのルー ツは架空の動

物の情報を初めて図鑑化しまとめた西洋の動物寓意讀にあると考え、これを調査分析したい
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